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一
研
究
グ
ル
ー
プ
長
は
、
長

さ
の
国
家
標
準
に
ト
レ
ー
サ

ブ
ル
に
試
料
厚
さ
を
測
定
で

き
る
厚
さ
測
定
用
両
面
干
渉

計
を
開
発
し
、
シ
リ
コ
ン
ウ

エ
ハ
ー
の
厚
さ
測
定
に
応
用

し
た
。

　

厚
さ
の
非
接
触
測
定
に

は
、
分
光
干
渉
方
式
が
広
く

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
は
試
料
内
部
の
屈
折
率

に
影
響
さ
れ
る
た
め
測
定
結

果
の
信
頼
性
が
保
証
で
き
な

か
っ
た
。

　

今
回
開
発
し
た
技
術
で

は
、
可
視
光
を
用
い
表
面
反

射
光
だ
け
を
使
用
し
て
、
2

台
の
光
干
渉
計
で
試
料
両
側

の
表
面
形
状
を
測
定
し
、
そ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
試
料

の
幾
何
学
的
厚
さ
を
直
接
求

め
る
。
試
料
内
部
を
透
過
し

た
光
は
使
用
し
な
い
の
で
、

試
料
の
屈
折
率
に
影
響
さ
れ

な
い
。

　

ま
た
、
長
さ
の
国
家
標
準

に
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
な
複
数
台

の
周
波
数
安
定
化
レ
ー
ザ
ー

を
可
視
光
の
光
源
と
し
て
用

い
る
た
め
、
厚
さ
の
測
定
結

果
も
国
家
標
準
に
ト
レ
ー
サ

ブ
ル
と
な
る
。

　

こ
の
技
術
に
よ
り
厚
さ
が

測
定
さ
れ
た
標
準
試
料
を
用

い
て
製
造
現
場
で
す
で
に
使

わ
れ
て
い
る
測
定
装
置
を
校

正
す
れ
ば
、
計
測
結
果
の
信

頼
性
が
向
上
す
る
。

　

半
導
体
製
造
で
は
、
業
界

団
体
が
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー

の
寸
法
の
規
格
を
定
め
て
お

り
、
厚
さ
は
重
要
な
項
目
の

1
つ
。
近
年
、
測
定
結
果
の

信
頼
性
が
一
層
重
要
に
な
っ

て
お
り
、
シ
リ
コ
ン
ウ
エ

ハ
ー
の
厚
さ
測
定
で
も
国
家

標
準
へ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
要
求
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
集
積
度
向
上
の
た

め
の
三
次
元
積
層
用
の
シ
リ

コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
で
は
こ
れ
ま

で
以
上
の
薄
さ
が
求
め
ら

れ
、
厚
さ
管
理
は
一
層
重
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
応
え

た
も
の
。
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日
本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
し
い
国
際
単
位
系（
S
I
）重
さ
、電
気
、温
度
、

そ
し
て
時
間
の
計
測
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

　

月
2
日　

、日
本
学
術
会
議
講
堂
で

12

（日）

　

日
本
学
術
会
議
は
、　

月
2
日　

、
東
京
都
港
区
の
日

12

（日）

本
学
術
会
議
講
堂
で
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し
い
国

際
単
位
系
（
S
I
）
重
さ
、
電
気
、
温
度
、
そ
し
て
時
間

の
計
測
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」
を
開
催
す
る
。
参
加
は
無

料
。
事
前
申
込
制
。

産
総
研
講
師
も
講
演

　

日
本
学
術
会
議
は
、　

月
11

開
催
の
国
際
度
量
衡
総
会

で
、
国
際
単
位
系
（
S
I
）

の
4
つ
の
単
位
（
質
量
、
電

流
、
熱
力
学
温
度
、
物
質
量
）

の
定
義
の
改
定
が
討
議
・
決

定
さ
れ
る
機
会
に
、
単
位
の

制
定
の
背
景
に
あ
る
、
自
然

の
原
理
や
科
学
技
術
の
発

展
、
今
後
の
進
展
な
ど
を
広

く
展
望
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
。
日
本
学
術
会

議
は
、
学
生
、
研
究
者
、
教

育
関
係
者
、
技
術
者
等
な
ど

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

産
総
研
N
M
I
J

シ
リ
コ
ン
ウ
エハ
ー
の
厚
さ
を
高
精
度
に
測
定

長
さ
の
国
家
標
準
に
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
な

厚
さ
測
定
用
両
面
干
渉
計
を
開
発

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
計

量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
（
N

M
I
J
）
の
講
師
（
臼
田
孝
、

藤
井
賢
一
）
も
講
演
す
る
。

【
主
催
】
日
本
学
術
会
議 
物

理
学
委
員
会
・
総
合
工
学
委

員
会
合
同
I
U
P
A
P
分
科

会
、
化
学
委
員
会
I
U
P
A

C
分
科
会

【
共
催
】
日
本
物
理
学
会
、

日
本
化
学
会
、
産
業
技
術
総

合
研
究
所
計
量
標
準
総
合
セ

ン
タ
ー

【
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30
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付
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【
場
所
】
日
本
学
術
会
議
講

堂
（
東
京
都
港
区
六
本
木
7

―　

―　

、
東
京
メ
ト
ロ
千

22

34

代
田
線
乃
木
坂
駅
5
番
出
口

す
ぐ
）

【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】先
着
3
0
0
名（
申

し
込
み
が
3
0
0
名
に
満
た

な
い
場
合
は
当
日
受
付
も
実

施
）

【
申
込
方
法
】
電
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メ
ー
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▽　

時
～　

時　

分
「
標
準

13

13

20

改
定
の
歴
史
、
今
回
の
改
定

と
今
後
」
臼
田
孝
（
産
業
技

術
総
合
研
究
所
計
量
標
準
総

合
セ
ン
タ
ー
総
合
セ
ン
タ
ー

長
、
国
際
度
量
衡
委
員
）

▽　

時　

分
～　

時　

分

13

20

13

50

「
国
際
単
位
系
（
S
I
）
の

定
義
改
定
が
拓
く
新
し
い
計

測
技
術
」
藤
井
賢
一
（
産
業

技
術
総
合
研
究
所
計
量
標
準

総
合
セ
ン
タ
ー
首
席
研
究

員
、
C
O
D
A
T
A
委
員
）

▽　

時　

分
～　

時　

分

13

50

14

20

「
新
元
素
の
名
前
と
化
学
記

号
の
決
定
お
よ
び
原
子
量
の

新
た
な
表
記
」
巽
和
行
（
名

古
屋
大
学
名
誉
教
授
、
日
本

学
術
会
議
連
携
会
員
、
化
学

委
員
会
I
U
P
A
C
分
科

会
）

▽　

時　

分
～　

時　

分

14

20

14

50

「
新
単
位
系
を
支
え
、
新
単

位
系
に
支
え
ら
れ
る
物
性
物

理
学
」
勝
本
信
吾
（
東
京
大

学
物
性
研
究
所
教
授
、
物
理

学
会
理
事
）

▽　

時　

分
～　

時
「
質
疑

14

50

15

応
答
」

▽　

時
～　

時　

分「
休
憩
」

15

15

15

▽　

時　

分
～　

時　

分

15

15

15

45

「
新
し
い
時
間
を
つ
く
る
、

使
う
」
香
取
秀
俊
（
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
物

理
工
学
専
攻
教
授
、
理
化
学

研
究
所
香
取
量
子
計
測
研
究

室
主
任
研
究
員
）

▽　

時　

分
～　

時　

分

15

45

16

15

「
精
密
時
空
時
計
測
が
拓
く

重
力
波
天
文
学
」
三
代
木
伸

二
（
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究

所
准
教
授
）

▽　

時　

分
～　

時　

分

16

15

16

45

「
長
さ
の
定
義
改
定
が
も
た

ら
し
た
長
さ
計
測
の
進
展
」

美
濃
島
薫
（
電
気
通
信
大
学

情
報
理
工
学
研
究
科
基
盤
理

工
学
専
攻
教
授
、
日
本
学
術

会
議
連
携
会
員
、
総
合
工
学

委
員
会
委
員
）

▽　

時　

分
～　

時　

分

16

45

16

55

「
質
疑
応
答
」

▽　

時　

分
～　

時
「
閉
会

16

55

17

あ
い
さ
つ
」野
尻
美
保
子（
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機

構
素
粒
子
原
子
核
研
究
所
教

授
、
日
本
学
術
会
議
第
三
部

会
員
、
物
理
学
委
員
会
・
総

合
工
学
委
員
会
合
同
I
U
P

A
P
分
科
会
委
員
長
）


